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一
般
質
問

一
般
質
問

人
口
減
で
の
地
域
組
織

　
　
　
　の
方
向
性
は

沼
澤
道
也
議
員

　新
地
方

創
生
で
は
、
今
ま
で
の
価

値
観
で
は
な
い
実
態
か
ら

の
計
画
が
必
要
と
考
え
る

が
、
一
点
目
は
、
人
口
減

で
の
地
域
組
織
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

川
崎
総
合
政
策
課
長

　そ

の
モ
デ
ル
と
し
て
中
田
５

地
区
を
基
盤
と
し
た
地
域

運
営
組
織
が
あ
る
。
お
き

た
ま
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
全
国
的

に
有
名
）
か
ら
の
支
援
も

頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
た
。
た
だ
、
現
実
に
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

農
業
振
興
の
重
要
性
を

沼
澤
議
員

　２
点
目
と
し

て
、
実
態
か
ら
の
創
生
の

重
要
な
こ
と
と
し
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
充

実
拡
大
が
あ
る
と
思
う
。

農
業
の
発
展
は
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
に
な
る
と
考

え
る
が
。

佐
藤
産
業
課
長

　現
計
画

で
も
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
付
け
て
い
る
が
、

農
業
の
内
外
変
化
が
大
き

い
の
で
、
「
町
農
業
振
興

計
画
」
を
十
分
踏
ま
え
つ

つ
、
農
協
と
の
農
業
部
会

で
実
効
性
の
高
い
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

住
宅
政
策
の
柔
軟
性
を

沼
澤
議
員

　３
点
目
と
し

て
、
住
宅
政
策
（
街
な
か

公
営
住
宅
・
定
住
促
進
住

宅
）
は
、

人
口
動
向

を
考
慮
し

て
見
直
し

や
柔
軟
性

が
必
要
で

は
な
い
か
。

藤
山
環
境

整
備
課
長

　来
年
度

で
は
、
街

な
か
公
営

住
宅
・
定

住
促
進
住

宅
と
も
に

見
送
る
。

こ
れ
は
、

財
政
的
状
況
も
あ
る
が
、

需
要
（
ニ
ー
ズ
）
を
見
極

め
て
進
め
て
い
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
景
観
政
策
も

「
計
画
」
よ
り
「
運
動
」

を
意
識
し
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い

く
考
え
で
い
る
。

町
長

　今
後
の
地
方
創
生

に
つ
い
て
、
今
で
も
都
市

へ
の
一
極
集
中
が
止
ま
ら

な
い
状
況
に
あ
り
、
国
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
官
民
共

同
、
地
域
連
携
、
産
業
間

連
携
な
ど
、
行
政
主
導
だ

け
で
は
な
い
進
め
方
を
指

導
し
て
い
る
。

　時
代
の
変
化
を
し
っ
か

り
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

沼
澤
議
員

　町
の
実
態
と

環
境
変
化
を
踏
ま
え
て
、

参
加
型
地
方
創
生
（
町
づ

く
り
）
を
共
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

須
藤
典
夫
議
員

　以
前
質

問
し
た
事
項
の
検
討
結
果

は
ど
う
な
っ
た
か
伺
う
。

問
① 

教
育
文
化
資
料

　
　
　
　館
の
活
用
は

 

「
教
育
文
化
資
料
館
」
の

指
定
管
理
等
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
設
置
目
的
が
達
成

さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（
平
成
２７
年
３
月
議
会
）

佐
藤
教
学
課
長

　教
育
文

化
資
料
館
の
維
持
管
理
は
、

平
成
２７
年
度
か
ら
朴
山
地

区
に
委
託
し
て
お
り
、
施

設
管
理
の
み
な
ら
ず
西
郷

地
域
の
活
動
拠
点
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
の
方
が
主

体
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
山
大
生
に
よ
る
写
真
展
、

夏
祭
り
等
の
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　今
後
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
朴
山
地
区
の
皆
さ
ん
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
② 

上
台
峠
の

　
　
　
　
　視
点
場
は

　平
成
１３
年
に
（
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
復
興
計
画
事
業
）

用
地
の
目
的
で
取
得
し
た

上
台
峠
の
町
有
地
は
、
求

め
た
土
地
で
あ
る
の
で
活

用
で
き
る
よ
う
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

（
平
成
２７
年
１２
月
議
会
）

町
長

　新
庄
金
山
道
路
で

は
、
町
が
取
得
し
た
土
地

の
一
部
も
収
用
さ
れ
る
予

定
が
あ
る
。
国
道
１３
号
の

改
良
が
進
ま
な
い
中
、
現

時
点
で
は
「
視
点
場
」
と

し
て
の
整
備
は
非
常
に
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

問
③ 

買
い
物
弱
者

　
　
　
　
　
　対
策
は

　町
民
の
買
い
物
の
利
便

性
を
確
保
す
る
方
策
と
し

て
考
え
て
い
る
こ
と
の
１

つ
に
は
、
移
動
販
売
や
宅

配
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
こ
と
。
２
つ
目
に
は
、

買
い
物
へ
出
か
け
る
た
め

の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
整
え

る
こ
と
。
３
つ
目
と
し
て

は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
複

合
商
業
施
設
を
設
置
す
る

手
立
て
も
考
え
ら
れ
る
。

（
平
成
２８
年
６
月
議
会
）

佐
藤
産
業
課
長

　移
動
販

売
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

あ
り
方
は
、
引
き
続
き
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
、
も
が
み
北
部
商
工

会
を
中
心
に
町
も
協
力
し

て
対
策
を
講
じ
た
い
。

　町
内
を
運
行
す
る
既
存

の
町
路
線
バ
ス
は
、
平
成

２８
年
度
よ
り
運
賃
を
引
き

下
げ
、
７０
歳
以
上
の
方
も

乗
車
賃
を
１
０
０
円
と
し
、

町
内
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　複
合
商
業
施
設
の
建
設

は
、
財
政
面
及
び
費
用
対

効
果
、
将
来
の
経
営
面
を

併
せ
て
考
え
る
と
、
町
単

独
で
は
現
実
性
が
乏
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。

問
④ 

学
校
給
食
の

　
　
　
　
　無
料
化
は

　児
童
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
は
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。
充
分
検
討
さ

せ
て
ほ
し
い
。（
平
成
２８

年
３
月
議
会
）
。
平
成
２９

年
３
月
議
会
で
の
再
質
問

に
対
し
て
「
現
行
の
給
食

費
負
担
の
水
準
を
何
と
か

堅
持
す
る
中
で
、
理
解
と

共
感
を
得
ら
れ
る
子
育
て

支
援
策
を
幅

広
く
検
討
し

て
い
く
。
」

と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
検

討
は
。

佐
藤
教
学
課

長

　児
童
生

徒
の
給
食
費

を
無
料
化
し

た
場
合
、
本

町
の
平
成
２９

年
度
の
実
績

で
は
約
２
３
０
０
万
円
の

予
算
が
必
要
と
な
る
。
現

段
階
で
は
学
校
給
食
費
の

無
料
化
へ
の
取
り
組
み
は
、

拡
大
で
き
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　総
合
戦

略
の
評
価
の
た
め
の
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

課
題
の
再
検
討
の
状
況
は

回
答

実
現
に
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る

実態からの地方創生を

回答 検証し、来期（H32～）の計画を

沼 澤 道 也 議員 須 藤 典 夫 議員

これからの地域組織を学ぶ

上台峠から見るえる鳥海山定住促進住宅も凍結


